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第１章　IPOの動向と展望
第４節　　IPO企業に聞く
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AIによって人間のように自然な会話や文章を作ることが出来るＣｈａｔＧＰＴが世界中で話題になってい
るが、５年前に既にＣｈａｔＧＰＴのようなＡＩの出現を予想し、それを多くの企業の経営改善に活用するこ
とで日本経済を良くしたい、という高い志のもとで設立されたのが（株）ｐｌｕｓｚｅｒｏだ。

近時は、ディープラーニングを必要とする従来のＡＩよりもさらに高度な、自然言語処理に特化した第４
世代ＡＩの開発に取り組み、“人間のように意味を理解できる”Ａｒｔｉｆｉｃｉａｌ　Ｅｌａｓｔｉｃ　Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ（AEI）
という独自の技術コンセプトを掲げる同社。そのＡＩコンセプトを具現化した「仮想人材派遣」というサービ
スが注目され、2022年10月に東証グロースへ上場した。同社代表取締役社長の森 遼太氏に、上場ま
での経緯や取り組みを聞いた。

人間のように意味を理解できるＡＩ、
「AEI」を日本経済の起爆剤へ

－事業内容とその特徴についてお
聞かせ下さい
弊社の事業は、AI機械学習や数

学・統計技術、数理モデルなどを

用いて、企業の経営課題を解決す

るソフトウェア・システム開発を行

うソリューション事業と、AI の言

語処理能力を利用した「仮想人材

派遣」と呼ばれるサービス型事業

の２本立てです。

日本では、まだAIという技術の

特性に関して詳しい情報が流通し

ているとは言えず、いざ経営にAI

を活かそうと考えても、なかなか考

えの取っ掛かりを見つけることが

難しいということがしばしばあり

ます。

そこで、我々はディスカッション

パートナー的な形で入らせて頂き

ながら、クライアントの曖昧な課題

を具現化し、AIを使ったソリュー

ションサービスを提供しています。

課題の深堀から解決まで一気通貫

で行える点が弊社の強みです。

また、様々な大学研究室から少

しずつ人材を集めてきており、ある

分野にだけ特化して強いのではな

く、複雑な課題や変化球のような

課題であっても解決できる点も強

みです。

－正社員と同じ位のインターンが
在籍しているそうですね
はい。多くの英知を結集して難

しい問題を解いていきたいという

考えから、労働力というよりは研究

者としてインターンを受け入れて

います。

現在、AIの論文本数は加速度的

に増えており、一人ですべてをカ

バーするのは不可能です。よって、

全国の研究室から一人ずつ社員を

採用したいという野望はあるので

すが、弊社の規模では現実的では

ないので、それを補うためにイン

ターンの受け入れをしています。

－IPOを目指すことになった背景
やきっかけは 
設立間もない、今から３年ほど

前に経営計画を立てていた時、約

３年後に資金のボトルネックが発

生することが分かりました。

それに対する資金調達を、ベン

チャーキャピタルから行うと、期限

を切られて結果を求められてしま

う恐れがあり、我々の考えている

ゴールや時間軸と少しずれると思

いました。また、CVC（コーポレー

トベンチャーキャピタル）から出資

を受けると、特定の会社の色が付

きすぎてしまう恐れがあります。

そもそも我々は、成長カーブを追

INTERVIEW

株式会社ｐｌｕｓｚｅｒｏ
代表取締役社長　森 遼太 氏
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い求め、収益を高めたいというより

は、「我々でなければできない言語

処理領域のサービスを展開した

い」という思いが強かったので、

IPOという形で、広く多くの方々に

我々を知って頂く機会を作りつつ、

資金を調達していくことを選択し

ました。

－上場の取り組みで苦労した点は
ありますか？
会社の創業目的でもあるAI開発

に対して、投資家様の理解を深めて

頂くことに苦労しました。

上場準備に入った当時は、世間の

AIに対するイメージは乏しく、AI

を使った具体的なサービスに対す

る理解を得られにくい状況でした。

「将来ChatGPTのようなAIが出て

くるよ」と言っても、信じてもらえな

いため、投資して頂くハードルが高

く、証券会社などからは、すでに売

り上げが立っていたAIを使ったソ

リューション事業を前面に押し出

したエクイティストーリー（投資家

に向けて強みや成長戦略を説明す

ること）の作成を勧められました。

それでも、初めてのロードショー

（上場承認を受けた後、株式公開前

に機関投資家に向けて行う会社説

明会）の際は、「説明が難しくて、よく

分からなかった」というような

フィードバックを多く頂いてしまっ

たので、以降は投資家の反応を伺い

ながら、説明内容を調整していくこ

とに注力しました。

大変でしたが、その過程の段階で

学ぶことは非常に多かったです。

－上場をして良かったことはあり
ますか？
設立当初は、大学で研究したこ

とをどのように商売に繋げ、会社を

組織していけば良いのだろうかと

悩んでいました。

しかし、上場を目指す過程にお

いて証券会社や監査法人から、「こ

ういう仕組みをするために〇〇が

必要」等、具体的なご指導やアドバ

イスを頂くことで、少しずつ会社と

しての体裁が整ったことはメリッ

トです。

また、採用活動で送るスカウト

メールに対しての返信率が非常に

高くなりました。

営業においても、引き合いの声

を多く頂けるようになりました。

我々は営業専属社員がいないた

め、お問い合わせが大事なのです

が、そういう意味では、営業チャン

スが非常に増えました。

加えて、弊社が上場したことで、

「社員の親御さんが喜んでいた」と

いうような話を聞くようになりま

した。社員自身が良い会社で働け

ているという誇りを持つきっかけ

が増えたことで、上場準備の多く

の苦労が報われたなと思います。

－今後の展望についてお聞かせく
ださい
５年後に「pluszeroって、すごい

ものを作ったね！」と多くの方に言

われるようなアプリケーションを

複数個作り上げていることを目標

としています。我々がやりたいこと

はChatGPTのようなAIに、さら

に機能を付加することで、今まで

出来なかったようなサービスを提

供し、多くの経営者の方にAIを身

近に感じ、利用して頂くことで、日

本経済の起爆剤となる役割を果た

すことです。その活動の先に、満

を持してスタンダードやプライム

上場という結果があるのが、理想

ですね。

代表取締役社長　森 遼太 氏

Company Data
株式会社pluszero
（TDB企業コード 442023897）
【設　　　立】2018年7月
【本社所在地】東京都世田谷区
【代表取締役】森 遼太 氏ほか1名
【収　入　高】7億2,607万円

（2022年10月期）
【従 業 員 数】120名（2022年10月時点）
【事 業 内 容】AI・自然言語処理技術な

どを活用した各種ソリュー
ションの提供・研究開発及
びコンサルティング

【上場年月日】2022年10月28日
【上 場 市 場】東証グロース

（コード：5132）
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